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１．定期原産性維持確認とは？

定期原産性維持確認の

対応方法のご案内
JAFTASには、皆さまの作業工数低減にお役立ていただける機能を搭載しております。

本資料ではまず１～３にて定期原産性維持確認についての解説、

次に診断チャートにて適切なメニュー選択の案内、最後に具体的な操作方法についてご紹介します。

JAFTASを利用した
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JAFTASで
作業工数削減！

取引先から、以前と同じ品番・同じ協定の調査依頼がJAFTASで送られてきました。
以前、既に『達成』と回答しているんですが・・・。内容は変わっていないはずなので、
今回も『達成』と回答しようと思います！問題ないですよね？

原 二郎さん
（生産者P営業部）いいえ！

万が一、内容に変更があった場合、そのまま輸出に使われているとしたら輸出産品の
輸出者又は生産者が罰金を受ける可能性があります！法律※に基づいて、定期的に
原産性の確認を行うことが「定期原産性維持確認」の目的です。

※＜参考＞ 経済連携協定に基づく特定原産地証明書の発給等に関する法律
第六条 特定原産品でなかったこと等の通知
第三十六条 罰則

産地 花子
（JAFTASサポートデスク

オペレーター）

JAFTASの機能を使うと、過去の調査結果を活用できるから便利ですよ。
一緒に再度調査を行いましょう！

調査回答・回答送信（A）一覧の「区分」をご確認ください。

「定期原産性維持確認（期限延長 依頼）」 もしくは

「定期原産性維持確認（期限延長 不要）」 と表示されているものが対象です。

回答ID 区分

A0000XXXXX

定期原産性維持確認(期限延長 依頼)
or

 定期原産性維持確認(期限延長 不要)

• JAFTASにて過去に調査を実施しており、当時の調査結果が「達成」と回答した産品と同一の協定・品番の調査依頼を
受信した場合に表示。

• JAFTAS導入前に調査依頼を受けた案件はJAFTASにデータが存在しないため区分は「新規」と表示される。

次ページへ

え、罰金！？知りませんでした。コンプライアンスの観点からも同じ調査をするのは
理解できたけど、毎回調査をやり直すのは手間だなぁ。

2．JAFTASで見分けるポイント

産地 花子
（JAFTASサポートデスク

オペレーター）

「新規」と表示された場合、JAFTAS内のデータには過去の回答実績がございません(*1)

 →その場合の適切な操作方法をご案内する「JAFTAS利用方法診断チャート」はコチラ

 (*1) 「新規」と表示されても、品番・品名等の表記違いの同一産品で過去にJAFTASで原産資格調査を
実施した調査があれば、p.4の「原産資格調査 複製」の機能を利用可能。操作手順はP.4の通りで、
P.4④の検索バーから過去の調査を呼び出して複製（コピー）を行い、入力操作を一部省略できる。

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/chart.pdf
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※自社で原産資格調査を実施し、かつ、
 原産資格調査（D）を使用している場合

では、生産工場の場所を変更する必要がありますね。

その場合は、「原産資格調査 複製」機能を活用することがおすすめです。

◆チェックが0～3個の場合 ・・・ 「原産資格調査 複製」 機能

過去の原産資格調査のデータを「複製」（コピー）します。

過去情報を引用した新しい原産資格調査のIDが作成されます。

◆チェックが全て入る場合 ・・・ 「原産資格調査 再利用」 機能

過去の原産資格調査のデータをそのまま「再利用」します。

そのためデータを編集することはできません。

原 二郎さん
（生産者P営業部）

産地 花子
（JAFTASサポートデスク

オペレーター）

以前に原産資格調査の対応をした際は、JAFTASで原産資格調査（D）の画面を
使用しましたか？

前回、調査画面は・・・使いました！構成品を登録してボタンを押すと、システムが
原産資格判定をしてくれる画面ですよね？

そうです！原産資格調査（D）の画面を使用しており、下記チェックポイントに１つでも

当てはまる場合は、複製機能、再利用機能を使うことで、過去のデータが活用でき、
調査・回答の工数を削減することができますよ！

生産管理部に確認したら、①は工場が国内の別工場に移転して、生産場所が変更
されていました。確認してみてよかった！！
②～④はチェックが入りました。

P.5

P.4

もし、過去の調査において原産資格調査（D）の画面を使用せず、「JAFTAS外資料
取込」を行っている場合は、次ページのご案内をご覧くださいね！

3．JAFTASで効率よく調査を進める方法

早速、一緒にチェックポイントを確認していきましょう！

以前の調査より「変更なし」の場合にチェックを入れてください。

※注）依頼元企業が過去に取得したサプライヤー証明書を用いて新規判定依頼をする際、

証明書の作成日から一年を目安に日本商工会議所から原産性の見直しを依頼されることが

あります。同様に構成品（材料）のサプライヤー証明書についても作成日から一年を目安に

原産性を見直すことを推奨します。

① 生産工場名、
生産工場住所

② 調査対象品の
構成材料

 (VAを利用した場合
は原価構成)

④ JAFTASの区分は
「定期原産性維持確認
(期限延長 不要)」と
表示されている

③ 構成品(材料)の
サプライヤー証明書
の記載内容
（取得している場合）
※下記注もご確認ください
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下記いずれかを選択してください

A: 前回同様「JAFTAS外資料取込」で回答する

  B: 今回は「JAFTA外資料取込」ではなくJAFTASで原産資格調査を実施したい
あるいは

今回から仕入先にもJAFTASを利用してほしいと考えている

過去の調査において「JAFTAS外資料取込」を行っている場合

依頼再利用

過去に取込んだ結果を再利用できます

＊内容の編集はできません

変更箇所を更新し、前回同様の手順で回答ください

JAFTAS外の資料取込

【上記①～③全てにチェックが入らなかった場合】

サプライヤー証明書や日商判定番号をJAFTAS外で新しく入手して
ください

【上記①～③全てにチェックが入り、④のみ入らなかった場合】

過去のサプライヤー証明書や日商判定番号を使って有効期限/
同意通知期限のみを更新してください

A B

いいえはい

JAFTAS外の資料取込を
再利用する

3

過去に回答した案件が原産性を保っているか確認しましたか？
以下のポイントが全て当てはまる場合に「はい」へ進んでください
※定期原産性維持確認の依頼を受けた産品を自社で生産しておらず、仕入先からサプライヤー証明書や
 日商判定番号を取得した場合は、下記ポイント①～③は仕入先と確認ください

指マークの箇所はPDFファイル上でクリックしてください。該当の資料に移動します。

※注) 依頼元企業が過去に取得したサプライヤー証明書を用いて新規判定依頼をする際、証明書の作成日から一年を目安に日本商工会議所
から原産性の見直しを依頼されることがあります。同様に構成品（材料）のサプライヤー証明書についても作成日から一年を目安に原産性を
見直すことを推奨します。

JAFTAS利用方法診断チャート
こちらから操作手順をご確認ください

① 生産工場名、
生産工場住所に
変更はない

② 調査対象品の
構成材料に変更はない

（VAを利用した場合は
 原価構成）

③ 構成品(材料)の
サプライヤー証明書の
記載内容に変更はない

(取得している場合)
※下記注もご確認ください

④ JAFTASの区分は
「定期原産性維持確認
(期限延長 不要)」と
表示されている

不明点はサポートデスクへご連絡ください

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/other_answer.pdf#page=8
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/other_answer.pdf#page=6
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/chart.pdf
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原産資格調査 複製の使い方

クリックすると「原産資格調査複製 選択」のポップアップが出てきます。
コピーしたい過去の調査ID、HSコード、自社品番で検索をし、選択後、「OK」を押してください。

原産資格調査複製 選択

過去に作成した原産資格調査の内容をコピーし、新しい原産資格調査を作成することが出来ます。コピーする原産資格調査を下記から選択してください。

調査ID HSコード 自社品番

検索

調査ID 協定 HSコード 品番 品名(英) ステータス

D000000XXX1 日タイ経済連携協定 870899 723872416 COVER 調査完了

D000000XXX2 日EU経済連携協定 870880 352-75131 CLAMP 調査中

D000000XXX3 日タイ経済連携協定 840991 486215227 CAMSHAFT 調査完了

OKキャンセル

原産資格調査(D)編集画面に進みます。
過去のデータを参考に、変更の発生する

箇所を修正し調査をすすめてください。

原産資格調査(D)のマニュアル

原産資格調査(D)が完了したら調査回答・
回答送信(A)の回答を依頼者に送信して
完了です。

調査回答・回答送信(A)のマニュアル

調査依頼を受信したら
調査回答・回答送信(A)
受付画面へ進んでください。

調査内容の欄に必要
事項を入力し、「受付」
ボタンをクリックしてください。

受付が完了し、調査回答・
回答送信(A)詳細画面へ
と移ります。

調査内容

品番※

品名(英)※

仕入先※

受付一覧へ戻る

内製品を選択

１ ２ ３

▶ 調査回答・回答送信 (A)

ダッシュボード

受付前 20

一覧
ステータスが「確認中」になった
ことを確認しましたら、画面を
スクロールし最下部にある
「原産資格調査 複製」
ボタンをクリックしてください。

原産資格調査 複製

※一部画面表示を簡易的にしております

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
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調査依頼を受信したら
調査回答・回答送信(A)
受付画面へ進んでください。

調査内容の欄に必要
事項を入力し、「受付」
ボタンをクリックしてください。

受付が完了し、調査回答・
回答送信(A)詳細画面へ
と移ります。

調査内容

品番※

品名(英)※

仕入先※

受付一覧へ戻る

内製品を選択

クリックすると「原産資格調査 再利用」のポップアップが出てきます。
再利用したい調査IDを選択後、「再利用」を押してください。

協定/輸入通関国(日アセアン協定・
RCEO協定のみ)/TKTC 審査種別/HS 
コード/品番(依頼者品番および自社品
番)/補助品番/品名(英)/品名(日)/回
答方法/企業IDが全て一致する場合に表
示されます。

原産資格調査 再利用

過去に作成した原産資格調査のデータを紐づけることができます。該当する原産資格調査を下記から選択してください。

調査ID ステータス 輸入通関国 調査結果 有効期限/同意通知期限

D000000XXX1 調査完了 タイ 達成 2022/12/31

D000000XXX2 調査中 タイ 未達成

再利用閉じる

「原産資格調査 再利用」を実行した後の
回答IDのステータスは“調査中”もしくは
“調査完了”となります(紐づけした調査IDに
よります)。内容を確認してください。

原産資格調査(D)を確認し、ステータスが
”調査完了“になれば回答ができます。
調査回答・回答送信(A)の回答を依頼者に
送信して完了です。

調査回答・回答送信(A)のマニュアル

原産資格調査 再利用

利用協定：日タイ経済連携協定 , HSコード：870899 , 取扱品：COVER(723872416) , 審査種別：審査なし

ステータス“調査中”のIDを選択する場合、再利用後に紐付けした調査ID の内容や結果が変わる可能性もあります。
再利用時に内容を確認いただくことに加え、結果が確定した際にも再度内容を確認するようにしてください。

※一部画面表示を簡易的にしております原産資格調査 再利用 の使い方

１ ２ ３

４

５ ６

調査中  ：

調査完了：

5

原産資格調査(D)のマニュアル

▶ 調査回答・回答送信 (A)

ダッシュボード

受付前 20

一覧

ステータスが「確認中」になったこと
を確認しましたら、画面を
スクロールし最下部にある
「原産資格調査 再利用」
ボタンをクリックしてください。

⑥へ進んでください

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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＜応用編＞原産資格調査 複製（依頼再利用）について

Q. 「原産資格調査 複製」や「原産資格調査 再利用」とは
何が違うのですか？

Q. どんな時に使いますか？

JAFTASでは定期原産性維持確認の際に、先に解説した「原産資格調査 複製」「原産資格調査 再利用」の他に、

「原産資格調査 複製（依頼再利用）」というボタンが表示されます。その使い方についてQA形式で解説します。

例えば以下のような場合が該当します。

・ 構成品が自社の内製品で、構成品の原産資格調査を再度行うことが明らかに
不要な場合

・   構成品の原産資格調査は過去の調査結果から変わらないこと（例参照）を
仕入先とJAFTAS外で確認が済んでおり、JAFTASでの構成品の調査は不要と予
め分かっている場合

（例：構成品に関して、生産工場名・生産場所に変更はなく、材料の構成や、仕入先が
取得しているサプライヤー証明書の記載内容においても変更は無い）

A.

A.

このように「原産資格調査 複製（依頼再利用）」は便利な機能ですが使用する場面
が限られるため、よく理解した上で使ってくださいね。

以下に各機能の特徴を整理しました。

「原産資格調査 複製」

・ 過去の調査をコピーして新しい調査IDで調査を実施するため内容編集可

・ 構成品については仕入先へ再度原産性の確認（調査依頼）を行う

「原産資格調査 再利用」

・ 過去のデータをそのまま再利用するため内容編集不可

「原産資格調査 複製（依頼再利用）」

・ 過去の調査をコピーして新しい調査IDで調査を実施するため内容編集可

・ 構成品については過去の調査結果が自動的に紐付けされる

（紐付けを手動で切り離すことも可）
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ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ の

モノづくり

その先へ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内三丁目1番1号 国際ビル

https://jaftas.jp/

03-5219-8761

jaftas_support@tktc.co.jp

お気軽にお問合せください JAFTASサポートデスク

平日 10:00 ～ 17:00(12:00 ～ 13:00を除く)
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https://jaftas.jp/
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